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 中国九州間連系線 平常時の運用容量について

・ 国の実証事業で開発した転送遮断システムについては、2019.4.1から運用

容量の算出に適用。

・ 具体的には、中国九州間連系線の運用容量（中国向）のうち、九州系統の

周波数上昇側の算出に用いる電源制限対象分として織り込み。

 中国九州間連系線 １回線停止時の運用容量について

・ 2018年度第３回運用容量検討会（2018.10.12）にて、中国九州間連

系線の１回線停止時運用容量算出における安定化装置およびOFリレーによる

電源制限対象分については、平常時と同様に運用容量として織込むことと整理

したものの、転送遮断システムの対象発電機は発電事業者との申し合わせによ

り平常時のみの電制としていることから、１回線停止時には運用容量には織り

込まない。

転送遮断による電制量の運用容量の織込みについて
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3（参考）2019.4.1以前の中国九州間連系線の運用容量について

2018年度 第3回運用容量検討会（2018.10.12）資料2より一部抜粋

• 転送遮断システムによる電制量の織込み前の運用容量算出の考え方については、以下の

とおり。


